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１. 費用対効果分析実施の判定
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○上記より、社会情勢の変化や費用便益分析に関する要因変化があることから、「国土交通省所管公共事業の再評
価実施要領の運用について」（平成25年11月1日付）に基づき、費用対効果分析を実施する。

【費用対効果分析の実施について】

項 目
判 定

判 断 根 拠 チェック欄

事業をめぐる社会情勢の変化

事業の効果や必要性、周辺環境に変化がない

堀箇所周辺の人口に大きな変化がみられる。
（山口県人口移動統計調査：前回 平成29年6月、今回 令和6年6月）

【新橋箇所水辺整備】 人口 前回 135,766  人 → 今回 130,238  人 4.1％減
世帯数 前回 64,414 世帯 →  今回 66,029 世帯 2.5％増

【堀箇所水辺整備】 人口 前回 5,479 人 →   今回 4,420  人 19.3％減
世帯数 前回 2,593 世帯 →   今回 2,386 世帯 8.0％減

【佐波川自然再生】 人口 前回 24,932 人 →   今回 23,173  人 7.1％減
世帯数 前回 11,308 世帯 →   今回 11,284 世帯 0.2％減

変化なし
□

変化あり
■

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加
なし

10％以内
増加

10％超え

事業費の増加 前回：全体事業費8.9億円→今回：9.2億円 3.4％増 □ ■ □

事業期間の増加
17ヶ年（平成25年（2013年）～令和11年（2029年））

→22ヶ年（平成25年（2013年）～令和16年（2034年）） 29.4％増
□ □ ■

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない 令和6年4月にマニュアルが改定されたが、Ｂ／Ｃ算定方法に変更はない。
変化なし

■
変化あり

□

需要量等の変化等(需要量等の減少が１０％以内）

【新橋箇所水辺整備】
世帯数 前回 64,414世帯 → 今回 66,029世帯 2.5％増

【堀箇所水辺整備】
世帯数 前回 2,593 世帯 → 今回 2,386 世帯 8.0％減

【佐波川自然再生】
世帯数 前回 11,308世帯 → 今回 11,284世帯 0.2％減

10％以下
■

10％越え
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して事業対効果分析に要する費用が大きい
・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基

準値を上回っている

直近3ヶ年(令和3年～令和5年)の事業費の平均(63.1百万円)に対する分析費用(5.0百万円)
→7.9％ ＞ 基準値（1.0％）

前回評価時の感度分析下位ケース 2.6 ≧ 基準値（1.0）

満足している
■

満足していない
□

前回評価で費用対効果分析を実施していない
省略していない

□
省略している

■

その他の事由(重点的な評価が必要な特別な事由） 特になし －



佐波川流域

２. 佐波川流域の概要

■佐波川は、その源を山口・島根県境の三ツヶ峰（標高970ｍ）に発し、山間峡谷部を流れ、途中で島地川等の支川を合わせな

がら防府市の市街地北部を流れ、周防灘に注ぐ幹川流路延長56ｋｍ、流域面積460ｋｍ2の一級河川である。

■河道内の高水敷には、公園、運動場、自転車道が整備され、身近な自然空間として山口市、防府市の憩いの場となっている。

■佐波川の上流には洪水調節、農業用水・工業用水の供給、発電を目的とした県管理の多目的ダムである「佐波川ダム」がある。

（昭和31年4月に管理開始）

■島地川の上流には洪水調節、河川環境の保全、都市用水の供給を目的とした国管理の多目的ダムである「島地川ダム」がある。

（昭和57年4月に管理開始）

流域面積 ：460ｋｍ2

幹川流路延長 ：56ｋｍ
山地面積比率 ：約90％
流域内人口 ：約3万人

島根県

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

日本海

瀬戸内海

N

●
防府市役所

【島地川ダム】 国管理
形式 ：重力式コンクリートダム
堤高 ：89ｍ
堤頂長 ：240ｍ
集水面積：32km２

管理開始：昭和5７年４月

山口市役所
徳地総合支所

●

み つ が み ねさ ば し まぢ

ほ う ふ す お う な だ
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し ま ぢ

【佐波川ダム】 県管理
形式 ：重力式コンクリートダム
堤高 ：54ｍ
堤頂長 ：156ｍ
集水面積：88.4km２

管理開始：昭和31年4月



交流の場
（佐波川こいわたし）

①新橋箇所は、河川敷に緑地公園や散策が可能な通路が整備され、堤防には桜や芝桜の植栽がなされ、多くの市民が交流する場

となっているが、川の中に木が繁茂し、水面が見えない、安全に水辺に近づける箇所が少ない等の問題が生じている。

②堀箇所は、堤防上の河川管理用通路は散策等で多くの市民に利用されている。一方では、水際の護岸が急勾配であり階段等も

整備されていないため、安全に水辺に近づけない状況である。

③佐波川には、川と海を回遊するアユやハゼ科等の魚類の種（回遊魚）がいるが、直轄管理区間にある堰には、河道との段差が大きい、

土砂が堆積する等により回遊魚等の移動に支障が生じている箇所がある。

２. 佐波川流域の概要（環境整備事業箇所）

●
防府市役所

新橋箇所

堀箇所
●

山口市役所
徳地総合支所

急勾配な護岸

植栽された堤防付近での散策

樹林化した河川敷①

①

①

②

③

③
土砂が堆積する堰

しんばし

ほ り

凡 例

＝ 利用状況

＝ 課題
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河道との段差が大きい堰

鈴屋堰

岸見堰



３. 佐波川の河川環境に関する目標

○河川環境に関する目標（佐波川水系河川整備計画（国管理区間）抜粋）

－川の流れが生み出す良好な環境及び景観を次世代に引き継ぐ－

誰もが自由に安心して快適に利用できる河川空間の保全等を図り、住民と連携しながら、
佐波川の川の流れが生み出す良好な環境及び景観を次世代に引き継ぐ。

佐波川が有する動植物の生息・生育・繁殖環境の維持・保全等に努める。

◆動植物の生息・生育・繁殖環境の維持・保全に関する目標

関係機関との連携と調整及び地域住民との連携を図りながら、現状の良好な
水質の保全に努める。

◆良好な水質の保全に関する目標

関係自治体のまちづくりと連携し、住民の方の憩いの場として安心して快適に
利用できる河川空間の形成・維持に努める。

◆河川空間の形成・維持に関する目標
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４. 総合水系環境整備事業（全体）の事業箇所と内容

Ｎｏ 事業名 市 事業年度 事業内容
事業費

(百万円)

水辺整備
新橋箇所
水辺整備

防府市

平成25年(2013年)～令和7年(2025年)
（実施中）

（国土交通省）
河道整正、高水敷整正、河川管理用通路整備、
法面整正、親水護岸整備 等

395

平成28年(2016年)～令和7年(2025年)
（実施中）

（防府市）
多目的広場整備、トイレ整備、公園整備、
通路照明改良 等

235

水辺整備
堀箇所
水辺整備

山口市
令和7年(2025年)～令和9年(2027年)

［予定］

（国土交通省）
親水護岸整備、坂路・階段整備、
高水敷整正 等

100
（+4）

自然再生
佐波川自然再生
（魚類等の遡上
環境の改善）

山口市、
防府市

計画中 堰の段差解消 等
186

（+26）

凡 例

緑：計画中

赤：実施中

赤字：実施中
緑字：計画中

防府市

周南市

山口市

JR山陽本線

③ 佐波川自然再生
（魚類等の遡上
環境の改善）

① 新橋箇所水辺整備

② 堀箇所水辺整備 事業費合計 916百万円（+30）

1

2

3

瀬戸内海
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※注：（ ）書きは、前回評価時からの増減額



■新橋箇所では、平成25年に防府市が申請したかわまちづくり計画に基づき、事業を実施している。（平成３０年計画変更）

■新橋箇所は防府市街地に近く、高水敷は自転車道や緑地が整備されており、散策等多くの市民に利用されている。また、周辺には小
中学校があり、「水生生物観察会」や「水辺安全講座」が行われている。他にも、「佐波川こいわたし」、「カヌー教室」 などのイ
ベントが開催されている。かわまちづくり計画に基づく水辺整備により、利用者の利便性・安全性・アクセスの向上により利用者の
増加が見込まれる。

■整備した箇所は多くの方に利用されている。新橋箇所右岸における「令和元年度河川空間利用実態調査結果」では、整備前(平成26
年)と比べて約50％利用者数が増加している。

■令和４年３月に整備については完了しているが、継続的なモニタリングを実施し、今後の利活用の基礎データを収集していく。

■事業計画は、防府市と関係自治会、地元団体により設置されている「佐波川かわまちづくり協議会」で検討し策定しており、地元の
意見を反映したものとなっている。また、整備後の維持管理についても防府市と連携して行うこととしている。

５. 新橋箇所水辺整備の進捗状況と整備効果①

①【水辺整備】 新橋箇所水辺整備（平成25年（2013年）～令和7年（2025年））

河川の利用状況 公園の利用状況

水辺安全講座 佐波川こいわたし水生生物観察会

① 現在の利用状況

② 整備完了箇所の利用状況 ③整備効果

カヌー教室

8
高水敷の利用状況

河川空間利用実態調査結果 年間利用者数(新橋箇所右岸)

約1.5倍



【利用状況】【整備前】

整備目的 ：地域住民や子どもたちが安全に水辺に親しめる場や河川環境の保全を学習できる場を創出する。

整備内容 ：（国）河道整正、高水敷整正、河川管理用通路整備、法面整正、親水護岸整備 等（完了）

（市）多目的広場整備、トイレ整備、公園整備、通路照明改良 等（完了）（河川区域内）

事業進捗の見込み：施設整備については令和４年３月に完了した。整備後は利用状況等についてモニタリング調査を実施してい
るが、コロナ禍をふまえ引き続き利用実態を把握していく必要があり、更なる利活用を推進することとして
おり、事業進捗を図る上で支障はない。

①【水辺整備】 新橋箇所水辺整備（平成25年（2013年）～令和7年（2025年））

新橋箇所水辺整備の位置

５. 新橋箇所水辺整備の進捗状況と整備効果②
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【整備後】

・堤防法面にシバザクラを植栽し、景
観の向上を図りました。

高水敷の状況

・髙水敷に多目的広場、オートキャン
プ場を整備し、既存のじゃぶじゃぶ
池と併せた水辺の利用促進を図りま
した。

・地域間の交流の促進や景観が向上し
ました。

・安全に水際に近づいたり、高水
敷を利用することができません。

堤防法面の状況

平 成 2 6 年 8 月 撮 影

平 成 2 6 年 9 月 撮 影

・堤防法面は芝、護岸で整備され
ていますが、景観の向上が望ま
れます。

高水敷の整備

平 成 3 0 年 1 1 月 撮 影

河川管理用通路周辺の植栽

平 成 2 9 年 4 月 撮 影

・高水敷の整備により、多目的広場、
オートキャンプ場として利用されて
います。

令 和 元 年 8 月 撮 影

じ ゃ ぶ じ ゃ ぶ 池

令 和 4 年 4 月 撮 影

国土交通省実施

休憩施設（ベンチ）
・トイレ整備

歩行路面整備
ポケットパーク

通路照明改良
トイレ整備 植栽

多目的広場整備
トイレ整備

公園整備

防府市実施

二六台古墳

植松八幡宮

大崎橋

佐波川
新橋

本橋

防府天満宮

高水敷整正

河川管理用通路整備

玉祖神社

河道整正

親水護岸整備

河川管理用通路整備

法面整正

河道整正

パドル
エリア



【整備前】

６. 今後実施する事業内容①

整備目的 ：地域住民や子どもたちが安全に水辺に親しめる場や河川環境の保全を学習する場を創出する。

整備内容 ：（国）親水護岸整備、坂路整備、階段整備、高水敷整正

（市）公園整備、トイレ施設整備、駐車場拡充 等（河川区域外）

事業進捗の見込み：地域の河川利用に資する水辺整備の要望は強く、「とくぢ佐波川かわまちづくり協議会」によって関係機
関や住民等の意見を取り入れながら協力体制を確立し事業を実施していく予定であり、事業進捗を図る上で
支障はない。

②【水辺整備】 堀箇所水辺整備（令和7年（2025年）～令和9年（2027年））［予定］

堀箇所水辺整備の位置
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• 護岸が急勾配で、階段等も整備されていない
ため、安全に水辺に近づくことができません。

島地川

佐波川

整備前(現在)の状況(島地川合流点)

堀箇所

島地川合流点

出雲合橋付近

【整備後】

整備前(現在)の状況(出雲合橋付近)

整備後の状況イメージ（島地川合流点）

階段整備

島地川

佐波川

カヌー等の体験イベント

坂路整備

佐波川

階段・坂路整備

フリマ等のイベント

高水敷整正

整備後の状況イメージ（出雲合橋付近）

・階段、高水敷等の整備により安全に水辺に近づけるよう

になり、高水敷を利用できるようになります。



①堀箇所は山口市徳地の中心部に位置し佐波川と島地川に接している。堤防上の自転車道ではサイクリングや散策等多くの市民

に利用されている。また、夏期にはイベント「とくぢ夏祭りと花火大会」が開催されており多くの来訪者があるほか、周辺の

小・中学校が水生生物調査により利用された実績もあり、今後も地域住民の方や子供たちの利用が期待できる箇所でもある。

②一方、護岸が急勾配であることと階段等が整備されていないことから、安全に水辺に近づくことができない箇所があり、地元から

環境整備に対する意見が寄せられている。

③これらのニーズを踏まえて階段、親水護岸等を整備することで、住民や子供たちが環境学習や川遊び、イベント等で安全に利用

できるようになる他、利用者の増加が見込まれる。

６. 今後実施する事業内容②

① 整備予定箇所周辺状況

佐波川

島地川

徳地中学校

中央小学校

防府高等学校
佐波分校

山口市役所
徳地総合支所

堀保育園

② 整備予定箇所の状況

護岸が急勾配

サイクリングロード

整備予定箇所
③ 整備後の利用イメージ
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② 環境整備に対する主な意見（令和６年７月アンケート調査結果）

身近なところでも最近人口が減ったとか若い人が減ったとか思うことが多いので整備
していろいろイベントなどが開催されると人が集まるのでいいなぁと思います。

30代女性

佐波川は市民にとってとても身近な川で、環境が改善されることを楽しみにしていま
す。

30代女性

子供たちが安全に水遊びを楽しめるようになるといいと思います。 40代女性

環境整備をすることはいいことだと思います。ただ、災害などで壊れないような物を
作ってもらえればと思います。

50代男性

徳地の町の特徴は、佐波川水系とそれを取り囲む山々で成り立っています。その背骨
ともいうべき佐波川の整備なくして徳地の再生はありえない。川と町の素敵な関係を、
歴史や文化、暮らしや特産品などを織り交ぜた町づくりを進めていきましょう！

70代以上
男性

②【水辺整備】 堀箇所水辺整備（令和7年（2025年）～令和9年（2027年））［予定］



【整備後の魚道の例】【整備前の状況】

６. 今後実施する事業内容③

整備目的 ：魚がのぼりやすい川づくりを目指し、魚類等の遡上・降河環境の改善を図る。

整備内容 ：堰の段差解消 等

事業進捗の見込み：地域住民等から魚類が回遊する環境整備の意見もあり、堰管理者及び漁業関係者と事業実施にあたっての協
議、調整を図りながら事業を進めていく予定であり、事業進捗を図る上で支障はない。

③【自然再生】 佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）（計画中）

佐波川自然再生の位置

※山口県が学識経験者等と取り組んできた安価で効果的な魚道改善の事例等をガイドラインとして
まとめたもので、これを参考にした魚道が山口県内各地で施工されている。 12

• 水の流れが集中し
魚道内の流速が速
くなり、魚がのぼ
りにくくなってい
ます。

• 流量が増えると魚
道の横から水が溢
れ落ち、魚がのぼ
りにくくなってい
ます。

• 魚道の直下流に土
砂が堆積している
ため、魚がのぼり
にくくなっていま
す。

魚道

イメージ図:椹野川「水辺の小わざ※(山
口県土木建築部河川課発行)」より引用

• 既存の魚道沿いに、緩やかな
石積みを設けることで、低く
なった河床からも魚がのぼり
やすくなります。

• この石積みによって、広い幅
で魚を上流に導けます。

魚類等の遡上環境改善箇所

※ この地図は、国土地理院発行1:200,000
地勢図「山口」を使用し作成しました。

鈴屋堰

岸見堰

真尾堰



① 佐波川に設置された堰には河道との段差が大きいなど、回遊魚等の移動に支障が生じている箇所もあり、魚類等の良好な生息環境
の保全が望まれている。

②河川水辺の国勢調査等で、アユやハゼ科の魚類など、川と海を回遊する種（回遊魚）が確認されている。

③中でも、佐波川のアユは日本三大天神の防府天満宮においてもアユにまつわる神事（金鮎祭※）があるように、歴史があり、
地域との関わりも深いものがある。現在でもアユ釣りのイベントが毎年複数回開催され県内外から釣り人が来訪する他、幼稚
園児による稚魚の放流等が毎年行われている。また、魚類等の遡上環境の改善に対する住民からの意見も寄せられている。

６. 今後実施する事業内容④

② 佐波川で確認されている回遊魚の例

アユ ウグイ トウヨシノボリ ヌマチチブ

③ 地域との関わりが深い佐波川のアユ

流量が増えると魚道の横から水が溢れる

① 改善が必要な箇所の例（佐波川）

【課題】
・河道との段差が大きい箇所、魚道内

の流速が速い箇所、魚道の横から水
が溢れ落ちている箇所があり、回遊
魚等の遡上が困難な状況。

・魚道直下流の土砂堆積により、魚類
等が遡上しにくい状況になっている。

魚道直下流に土砂が堆積している

※金鮎祭（きんあゆさい）：昌泰４年
（西暦９０１年）に菅原道真公が防府
へ立ち寄った際、世話になった礼とし
て12尾の「黄金の鮎」を周防国分寺に
おいて国司へ贈ったといわれているこ
とに由来する神事。防府天満宮と周防
国分寺が神仏合同で行うもので、菅原
道真公の没後、毎年遺徳をしのび、産
業の発展、鮎の豊漁と無事故を祈願す
る。（写真：佐波川漁協提供）金鮎祭※（防府天満宮） 幼稚園児によるアユの放流 13

いつまでもきれいな水をたたえ、魚などの生
物が住みやすいような環境を維持していきた
いですね。

60代
男性

環境整備（改善）を行う事は、後世の人々へ、
良い環境等を引き継ぐ意味でも非常に重要と
考える。特にこの佐波川は市を代表する自然
的な宝物なので、生物にも優しく、人々にも
憩いと休らぎを与える物なので、しっかりと
対応してほしい。他の河川と違い一級水系な
ので、特に力を入れて頑張って下さい。

50代
男性

外来種が増えるのは困るが在来種がより住み
良い環境が増えるのは良いことと思います。

20代
女性

③環境整備に対する主な意見
（令和６年７月アンケート調査結果）

鈴屋堰 岸見堰真尾堰

水の流れが集中し魚道内の流速が速い

③【自然再生】 佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）（計画中）

ニホンウナギ



７．費用便益分析結果（総括表）

●費用便益比総括表

■全体事業：事業期間（平成25年（2013年）～
令和16年（2034年）予定）

【水辺整備】①新橋箇所水辺整備
②堀箇所水辺整備

【自然再生】③佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）

金額単位：百万円佐波川総合水系環境整備事業

•社会的割引率（4％）及び治水経済デフレータにより、現在価値化した値

•消費税相当分の除外が必要な項目は、税相当分を除外

•B/Cは小数第二位、それ以外は小数第一位で四捨五入している。

•合計欄は、表示桁数の関係で単純計算と一致しない場合がある。

■残事業：事業期間（令和7年（2025年）～
令和16年（2034年）予定）

【水辺整備】①新橋箇所水辺整備
②堀箇所水辺整備

【自然再生】③佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）

14

事業全体 残事業

①新橋箇所
水辺整備

②堀箇所
水辺整備

③佐波川
自然再生

①新橋箇所
水辺整備

②堀箇所
水辺整備

③佐波川
自然再生

4,527 4,174 114 239 4,519 4,166 114 239

便益 4,517 4,166 113 238 4,517 4,166 113 238

残存価値 9 7 1 1 2 0 1 1

1,158 907 90 160 409 158 90 160

事業費 1,001 766 85 150 252 18 85 150

維持管理費 157 141 6 10 157 141 6 10

3.9 4.6 1.3 1.5 11.1 26.3 1.3 1.5

再評価

項目

便益（B）

費用便益比
（B/C)

費用（C)



７．費用便益分析結果（感度分析）

・残事業費、残工期、便益を個別に±10%変動させて、費用便益比（B/C）を算定し、感度分析を行った。

＜Ｂ／Ｃ算定ケース（基本１ケース、感度分析６ケース）＞

15

+10% -10% +10% -10% +10% -10%

全体事業
費用便益比（B/C)

3.9 3.8 4.0 3.8 4.0 4.3 3.5

残事業
費用便益比（B/C)

11.1 10.4 11.7 10.9 10.9 12.2 9.9

基本
残事業費 残工期 便益



８. 今後の対応方針（案）

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

・堀箇所周辺の人口に大きな変化がみられる。

・新橋箇所水辺整備は令和４年３月に施設整備が完了している。整備後は利用状況等についてモニタリング調査を実施しているが、コロ
ナ禍をふまえ引き続き利用実態を把握し更なる利活用を推進することとしており事業進捗する上で支障はない。

・堀箇所水辺整備は、地域の河川利用に資する水辺整備の要望は強く、「とくぢ佐波川かわまちづくり協議会」によって関係機関や住民
等の意見を取り入れながら協力体制を確立し事業を実施していく予定であり、事業進捗を図る上で支障はない。

・地域住民等から魚類が回遊する環境整備の意見もあり、堰管理者及び漁業関係者と事業実施にあたっての協議、調整を図りながら事業
を進めていく予定であり、事業進捗を図る上で支障はない。

③コスト縮減や代替案立案の可能性

• 水辺整備については、河道の掘削土を盛土へ流用する等工事費の縮減を行う。また、維持管理について地域住民との協力体制を構築し、
コスト縮減に努める。

• 自然再生については、河道掘削により発生する土石により、安価で効果的な魚道改善手法の活用や既設魚道の構造を極力利用する等に
より工事費の縮減に努める。

１．再評価の視点

２）事業の投資効果

３）事業の進捗状況

・費用便益比 全体事業（B／C）＝ 3.9 残事業（B／C） ＝ 11.1

・新橋箇所水辺整備については令和４年３月に施設整備が完了している。現在、利用状況等についてモニタリング調査中であり、引き続
きモニタリング調査を実施し令和7年度に完了箇所評価を実施予定である。また、堀箇所水辺整備は令和7年度より事業着手を予定して
いる。佐波川自然再生については、現在計画中である。

２．県への意見照会結果

【今後の対応方針（原案）】（案）

② 事業の進捗の見込みの視点

①事業の必要性等の視点

○以上より、事業の必要性、費用対効果、地元の協力体制を鑑み、事業継続することは妥当と考える。
○今後の事業の実施にあたっては、引き続き地域住民等との協力体制を確立するとともに、コスト縮減に取り組み、効率的かつ効果的な

事業の執行に努める。

・山口県知事の意見：異存なし。引き続き、コスト縮減等を考慮の上、事業を進めていただきたい。

16



【参考１】前回評価時との比較（全体事業）

事項

時 点

備考前回評価
（令和4年度再評価）

今回評価
（令和6年度再評価）

事業諸元

及び

事業期間

【水辺整備】

① 新橋箇所水辺整備：平成25年度～令和7年度
（国）河道整正、高水敷整正、河川管理用通路整備

法面整正、親水護岸整備等
（市）多目的広場整備、トイレ整備、公園整備、通路

照明改良等

② 堀箇所水辺整備：計画中
親水護岸整備、坂路整備、階段整備、高水敷整正

【水辺整備】

① 新橋箇所水辺整備：平成25年度～令和7年度
（国）河道整正、高水敷整正、河川管理用通路整備

法面整正、親水護岸整備等
（市）多目的広場整備、トイレ整備、公園整備、通路

照明改良等

② 堀箇所水辺整備：令和7年度～令和9年度（予定）
（国）親水護岸整備、坂路整備、階段整備

高水敷整正
（市）公園整備、トイレ施設整備、駐車場拡充等

新橋箇所水辺整備にお
ける防府市の事業は河
川区域内の事業内容

堀箇所水辺整備におけ
る山口市の事業は河川
区域外の事業内容

【自然再生】

③佐波川自然再生(魚類等の遡上環境の改善)：計画中

堰の段差解消 等

【自然再生】

③ 佐波川自然再生(魚類等の遡上環境の改善)：計画中

堰の段差解消 等

全体事業費 約8.９億円（消費税含む） 約9.2億円（消費税含む）

総便益（Ｂ） 約42.9億円 約45.3億円

総費用（Ｃ）
約8.5億円

（※1：消費税控除）

約11.6億円

（※1：消費税控除）

費用便益比
（Ｂ/Ｃ）

5.0 3.9

※1：平成28年4月5日事務連絡「費用便益分析の費用算定における消費税の取り扱いについて（通知）」に基づき消費税を控除 17



【参考２】 費用対効果分析（①新橋箇所水辺整備）

● CVM（住民アンケートによる支払意思額の調査）

新橋箇所水辺整備

配布数 2,200

回収数 868

回収率 39.5%

有効回答数 425

有効回答率 49.0%

【アンケート回収率・有効回答率】 【支払意思額】

今回評価
(令和6年)

支払意思額
318

円/月/世帯

受益世帯数
52,852世帯

(令和2年国勢調査)

年便益 201.7百万円

（アンケート結果）
・【水辺整備】 新橋箇所水辺整備

支払意思額（WTP） ＝ 318円/月/世帯、受益世帯数 ＝ 52,852世帯
年便益 ＝ 201.7百万円（＝318円/月/世帯×12ヶ月× 52,852世帯）

【水辺整備】新橋箇所水辺整備
【CVM便益集計範囲】

○対象範囲：事業箇所から10km圏内

新橋箇所水辺整備

便益集計範囲

10km

10km事業認知度

事業箇所からの距離

事前調査アンケート（平成
29年7月）を実施した結果、
事業認知度で、変化点が見ら
れた事業箇所から10kmを便
益の集計範囲とした。

よく知っている

ある程度は知っている

まったく知らない

【調査範囲の設定】
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今回評価
(令和6年)

支払意思額
289

円/月/世帯

受益世帯数
1,690世帯

(令和2年国勢調査)

年便益 5.9百万円

【参考２】 費用対効果分析（②堀箇所水辺整備）

● CVM（住民アンケートによる支払意思額の調査）

堀箇所水辺整備

配布数 1,690

回収数 673

回収率 39.8%

有効回答数 325

有効回答率 48.3%

【アンケート回収率・有効回答率】【支払意思額】

（アンケート結果）
・【水辺整備】 堀箇所水辺整備

支払意思額（WTP） ＝ 289円/月/世帯、受益世帯数 ＝ 1,690世帯
年便益 ＝ 5.9百万円（＝289円/月/世帯×12ヶ月× 1,690世帯）

【水辺整備】堀箇所水辺整備
【CVM便益集計範囲】

○対象範囲： 事業箇所から6km圏内
6km

事業箇所からの距離

来訪実績

堀箇所水辺整備

便益集計範囲

6km

１年間に１回以上訪れている

訪れたことがない

【調査範囲の設定】

事前調査アンケート（平成
29年7月）を実施した結果、
来訪実績で、変化点が見られ
た事業箇所から6kmを便益
の集計範囲とした。
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【参考２】 費用対効果分析（③佐波川自然再生）

● CVM（住民アンケートによる支払意思額の調査）

佐波川自然再生
（魚類等の遡上環境の改善）

配布数 308

回収数 121

回収率 39.3%

有効回答数 70

有効回答率 57.9%

【アンケート回収率・有効回答率】 【支払意思額】

今回評価
(令和6年)

支払意思額
210

円/月/世帯

受益世帯数
6,525世帯

(令和2年国勢調査)

年便益 16.4百万円

（アンケート結果）
・【自然再生】 佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）

支払意思額（WTP） ＝ 210円/月/世帯、受益世帯数 ＝ 6,525世帯
年便益 ＝ 16.4百万円（＝210円/月/世帯×１２ヶ月× 6,525世帯）

【自然再生】佐波川自然再生（魚類等の遡上環境の改善）CVM便益集計範囲

○対象範囲： 事業箇所から5km圏内

事前調査（平成22年6月）の結果より、住民の事業
認知度で変化が見られた事業箇所から5kmを便益集
計範囲とした。

便益集計範囲

5km
佐波川自然再生
（魚類等の遡上
環境の改善）
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